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「フ
ィ
リ
ピ
ン
に
學
ぶ
だ
と
？
と
ん
で
も
な
い
。
あ
ん
な
國
の
ど
こ
に
、
學
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
。
」な
る
罵

聲
、
飛
び
來
ら
む
。
さ
れ
ど
人
に
學
ぶ
は
、
吾
人
よ
り
傑
れ
た
る
者
よ
り
の
み
な
り
や
。
「
他
山
の
石
」
な
る

言
葉
あ
り
。
「他
山
の
石
、
以
て
玉
を
攻
（み
が
）く
べ
し
」と
も
云
ふ
。
他
山
に
産
す
る
粗
末
な
る
石
に
て
も
、

以
て
玉
を
攻
く
を
得
。
中
國
の
毛
澤
東
、
「
反
面
教
師
」
な
る
表
現
を
事
と
せ
り
。
中
國
に
て
は
、
忘
れ
た
る

人
多
か
れ
ど
、
日
本
に
て
は
、
な
ほ
記
憶
せ
る
人
尠
か
ら
ず
。
「他
山
の
石
」は
、
石
な
ら
ば
、
よ
き
磨
き
石
も

よ
け
れ
ど
、
「反
面
教
師
」は
惡
し
き
教
師
に
限
る
違
ひ
あ
り
。
さ
れ
ど
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
我
ら
日
本
人
に
と
り
、

「他
山
の
石
」に
し
て
、
「反
面
教
師
」な
る
べ
し
。 

  

表
面
の
み
を
見
る
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
日
本
と
似
て
も
似
つ
か
ぬ
國
な
り
。
社
會
の
貧
富
の
差
、
日
本
の
及

ぶ
と
こ
ろ
に
非
ず
。
マ
ニ
ラ
に
行
き
し
こ
と
あ
る
人
は
、
鐵
柵
を
巡
ら
し
、
武
裝
せ
る
ガ
ー
ド
マ
ン
の
、
門
に
立

て
る
高
級
住
宅
區
を
知
り
た
る
べ
し
。
今
は
改
善
せ
ら
れ
た
る
ら
む
も
、
マ
ニ
ラ
灣
沿
ひ
の
塵
芥
の
山
の
ご
み

拾
ひ
に
、
貧
し
き
子
ら
の
走
り
廻
れ
る
を
、
見
た
る
人
も
あ
ら
む
。
國
民
の
大
多
數
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
ア
メ
リ
カ

の
植
民
地
た
り
し
間
に
、
キ
リ
ス
ト
教
化
す
。
南
部
の
イ
ス
ラ
ム
地
帶
を
除
き
、
全
國
に
キ
リ
ス
ト
教
會
、
信

者
を
集
む
。
上
層
に
は
、
マ
ル
コ
ス
大
統
領
時
代
に
特
權
を
剥
奪
せ
ら
れ
た
る
も
、
そ
の
以
前
は
、
代
々
必
ず

ス
ペ
イ
ン
よ
り
夫
人
を
迎
へ、
純
粹
な
る
ス
ペ
イ
ン
人
の
血
を
、
維
持
せ
る
財
閥
一
族
あ
り
。
サ
ン
ミ
ゲ
ル
・ビ
ー

ル
の
ソ
リ
ア
ノ
家
、
土
地
財
閥
の
ア
ヤ
ラ
家
等
、
是
な
り
き
。 

ア
メ
リ
カ
の
植
民
統
治
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
會
に
、

日
本
と
も
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植
民
國
と
も
、
異
な
れ
る
刻
印
を
刻
し
た
り
。
投
資
に
、
公
共
の
觀
念
無
く
、
私

的
利
益
あ
る
の
み
な
れ
ば
、
本
來
の
「
公
共
」
投
資
は
存
せ
ず
。
日
本
な
れ
ば
「
公
共
投
資
」
と
呼
ば
る
る
事

業
も
、
私
企
業
に
必
要
な
る
場
合
に
限
り
、
建
設
せ
ら
る
。
鐡
道
も
道
路
も
、
營
利
活
動
に
必
要
な
る
地
區

に
通
ず
る
耳
。
企
業
の
事
業
に
必
要
な
る
地
に
達
せ
ば
、
突
然
に
中
斷
す
。
さ
な
が
ら
未
完
の
樂
曲
を
聽
く

が
如
し
。
こ
れ
も
マ
ル
コ
ス
大
統
領
時
代
以
前
な
る
も
、
我
、
マ
ニ
ラ
の
東
、
去
る
こ
と
三
十
キ
ロ
程
度
の
村
を
、

訪
ひ
し
こ
と
あ
り
。
鋪
裝
道
路
は
途
中
に
切
れ
、
粗
末
な
る
土
の
道
を
辿
る
。
村
に
は
、
掘
つ
建
て
小
屋
の
如

き
家
屋
立
竝
び
、
色
黒
き
裸
足
の
住
民
ら
、
蟻
の
群
が
る
如
く
群
が
れ
り
。
首
都
マ
ニ
ラ
は
、
經
濟
活
動
の
中

心
な
れ
ば
、
村
の
住
民
も
、
首
都
圈
に
働
く
。
さ
れ
ど
マ
ル
コ
ス
以
前
、
斯
か
る
原
住
民
居
住
區
に
、
政
治
家

の
關
心
及
ば
ず
。
マ
ル
コ
ス
は
、
有
産
者
出
身
に
非
ざ
れ
ば
、
國
と
有
産
階
層
以
外
の
國
民
に
も
關
心
あ
り
。

渠
以
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
か
な
り
の
變
貌
を
遂
ぐ
。
ア
メ
リ
カ
の
、
マ
ル
コ
ス
に
敵
意
を
有
し
た
る
所
以
な
ら
む
。 

 

斯
か
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
見
る
に
、
日
本
と
の
共
通
點
皆
無
な
り
と
見
ゆ
。
さ
れ
ど
こ
の
國
の
社
會
と
政
治
を
、

更
に
具
さ
に
見
る
に
、
今
の
日
本
と
、
意
外
な
る
共
通
點
あ
り
。
こ
の
國
の
有
力
政
治
家
、
ほ
ぼ
特
定
家
族

の
出
身
者
に
限
ら
れ
、
多
く
の
大
統
領
、
過
去
の
大
統
領
又
は
有
力
政
治
家
の
家
系
よ
り
出
づ
る
、
現
下
の

日
本
と
異
な
ら
ず
。
度
外
れ
た
る
英
語
志
向
あ
り
て
、
自
國
語
の
學
習
を
輕
視
す
る
も
、
さ
な
ら
ず
や
。
但

し
幸
ひ
に
し
て
我
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
ほ
ど
英
語
に
堪
能
な
ら
ざ
れ
ば
、
多
く
の
人
材
を
、
ア
メ
リ
カ
に
引
拔

か
る
る
を
免
る
。
さ
れ
ど
我
ら
に
も
、
イ
チ
ロ
ー
、
マ
ー
君
の
例
あ
り
。
ア
ジ
ア
の
文
化
に
通
曉
せ
る
社
會
人

類
學
者
、
故
中
根
千
枝
教
授
、
か
ね
が
ね
基
層
文
化
の
、
日
本
に
最
も
近
き
は
、
東
南
ア
ジ
ア
、
就
中
マ
レ
ー



シ
ア
の
マ
レ
ー
人
よ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
至
る
島
嶼
部
な
り
と
言
へり
。
首
肯
す
べ
き
指
摘
な
り
。
外
來
文
化
に

毒
せ
ら
れ
ざ
る
庶
民
の
生
活
と
文
化
を
見
る
に
、
日
本
人
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
、
底
拔
け
の
善
良
さ
と
附
和

雷
同
性
、
共
通
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
、
人
は
好
け
れ
ど
腑
拔
け
の
男
と
、
勤
勉
に
て
し
つ
か
り
者
の
女
の
對
比
、

亦
當
今
の
若
き
日
本
人
の
多
く
に
見
ず
や
。 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
國
民
的
英
雄
に
、
ホ
セ
・リ
サ
ー
ル
あ
り
。
ス
ペ
イ
ン
統
治
期
の
最
後
に
、
民
族
運
動
の
故
に
、

マ
ニ
ラ
に
て
銃
殺
せ
ら
れ
た
る
革
命
家
、
醫
師
に
し
て
作
家
な
り
。
ス
ペ
イ
ン
に
替
り
て
統
治
國
た
り
し
ア
メ
リ

カ
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
に
反
抗
し
た
る
英
雄
と
て
、
顯
彰
す
。
高
山
右
近
移
住
時
の
日
本
人
、
或
い
は
中
國
人
の
、

血
を
引
く
と
も
傳
ふ
。
天
才
的
語
學
能
力
の
持
ち
主
に
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
言
語
と
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ラ
テ
ン
語
、

中
國
語
、
日
本
語
を
能
く
す
。
ス
ペ
イ
ン
語
に
て
著
作
し
、
民
族
精
神
を
鼓
吹
せ
る
小
説
二
篇
、
今
も
フ
ィ
リ

ピ
ン
國
内
に
廣
く
讀
ま
る
。
そ
の
一
篇 N

oli m
e tan

gere

、
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
時
代
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
描
き
、

植
民
地
社
會
の
實
態
を
活
冩
す
。
題
名
は
ラ
テ
ン
語
に
て
、
「
我
に
な
觸
れ
そ
」
の
意
な
り
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
、

人
の
觸
る
れ
ば
、
痛
み
に
得
堪
へ
ざ
る
瀕
死
の
病
者
に
譬
ふ
。
主
人
公
、
ス
ペ
イ
ン
に
て
學
業
を
終
へ
、
故
郷
の

町
に
歸
り
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
教
ふ
る
學
校
を
開
設
せ
ん
と
試
む
。
さ
れ
ど
植
民
地

社
會
、
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
抵
抗
に
遇
ひ
て
、
挫
折
す
。
主
人
公
に
、
リ
サ
ー
ル
自
身
の
面
影
、
彷
彿
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
教
育
機
會
を
與
ふ
る
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
側
に
抵
抗
強
け
れ
ど
、
イ
エ
ズ
ス
會
は

例
外
に
し
て
、
リ
サ
ー
ル
は
、
イ
エ
ズ
ス
會
の
大
學
に
て
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
習
得
す
。
後
、
ス
ペ
イ
ン
本
國
に
留
學

し
、
小
説
を
書
け
り
。
リ
サ
ー
ル
の
小
説
中
に
、
そ
の
大
學
に
學
び
た
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
イ
ン
テ
リ
ら
、
自
國
の

現
状
に
絶
望
し
つ
つ
も
、
學
び
た
る
ラ
テ
ン
語
古
典
の
知
識
に
基
づ
き
、
古
代
ロ
ー
マ
の
キ
ケ
ロ
に
親
し
み
、
セ

ネ
カ
を
論
ず
。
些
か
な
ら
ず
、
滑
稽
な
り
。
さ
れ
ど
現
下
の
日
本
人
イ
ン
テ
リ
の
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
親
し
み
、

フ
ー
コ
ー
を
論
ず
る
に
、
何
の
相
違
か
あ
ら
む
。
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
の
周
圍
に
、
富
裕
層
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
ら

蝟
集
す
。
渠
等
、
金
を
惜
し
ま
ず
、
ス
ペ
イ
ン
よ
り
取
寄
せ
た
る
、
最
高
級
の
ド
レ
ス
を
身
に
纏
ふ
。
神
父
の
子

を
懷
妊
せ
ば
、
教
會
の
體
裁
上
、
神
父
の
子
な
る
事
實
は
隱
す
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
對
し
て
は
、
そ
を
誇
る
。

一
例
を
擧
ぐ
れ
ば
、
マ
ル
コ
ス
大
統
領
の
夫
人
イ
メ
ル
ダ
が
實
家
、
レ
イ
テ
島
の
ロ
ム
ア
ル
デ
ス
家
、
マ
ニ
ラ
大
司

教
の
子
孫
な
る
を
誇
る
名
族
な
り
。
斯
か
る
名
家
よ
り
妻
を
迎
へた
る
、
富
裕
層
出
身
な
ら
ざ
る
マ
ル
コ
ス
の
、

大
統
領
に
就
任
し
得
た
る
理
由
な
る
べ
し
。 

 

リ
サ
ー
ル
の
小
説
の
登
場
人
物
に
、
嗤
ふ
べ
く
、
憐
れ
む
べ
き
一
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
あ
り
。
上
流
階
級
出

身
者
に
非
ざ
る
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
男
性
は
見
向
き
も
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
ス
ペ
イ
ン
人
男
性
に
憧
れ
、
追
ひ
求

む
。
漸
く
に
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
人
元
軍
人
の
流
れ
者
を
掴
み
、
同
棲
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
言
葉
を
賤
し
み
て
、
自

ら
は
ス
ペ
イ
ン
語
な
り
と
思
へ
ど
、
男
も
理
解
し
得
ざ
る
奇
妙
な
る
言
語
を
、
日
常
的
に
話
す
。
か
る
が
う
ち

に
自
ら
の
言
葉
も
忘
れ
、
本
人
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
言
葉
な
り
と
信
ず
る
言
語
に
て
語
る
も
、
聽
く
人
、
そ
の

奇
妙
な
る
言
葉
を
理
解
し
得
ず
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
り
と
思
ふ
。
こ
れ
に
よ
り
て
本
人
、
今
や
自
分
は
、
ス
ペ
イ
ン

人
に
な
れ
り
と
滿
足
す
。
同
棲
せ
る
ス
ペ
イ
ン
人
元
軍
人
、
小
説
主
人
公
の
事
業
破
壞
に
功
あ
り
て
、
ス
ペ
イ

ン
本
國
に
歸
國
す
。
さ
れ
ど
女
は
、
哀
れ
に
も
遺
棄
せ
ら
れ
、
男
の
、
我
に
知
ら
せ
ず
、
已
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

出
發
せ
る
を
知
ら
ず
。 

  

昨
秋
、
巨
大
な
る
颱
風
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
ひ
、
レ
イ
テ
島
を
直
撃
す
。
そ
を
報
じ
た
る
新
聞
記
事
に
、
レ



イ
テ
州
知
事
ロ
ム
ア
ル
デ
ス
な
る
名
を
讀
め
り
。
こ
は
、
か
の
ロ
ム
ア
ル
デ
ス
家
の
一
員
た
る
、
確
實
な
り
。
恐
ら

く
は
イ
メ
ル
ダ
夫
人
の
甥
な
る
べ
し
。
我
、
昔
、
イ
メ
ル
ダ
夫
人
の
み
な
ら
ず
、
渠
が
兄
弟
二
人
と
會
ひ
し
こ

と
あ
り
。
一
人
は
駐
米
大
使
、
今
一
人
は
政
治
家
に
し
て
、
上
院
議
員
な
り
し
や
、
或
い
は
州
知
事
な
り
し

や
、
定
か
に
は
記
憶
せ
ず
。
さ
れ
ど
二
人
と
も
、
顏
を
見
て
、
ぞ
つ
と
す
る
ほ
ど
の
惡
相
な
り
き
。
マ
ル
コ
ス
大

統
領
時
代
、
日
本
の
援
助
を
要
請
し
來
た
る
事
業
中
、
我
ら
マ
ル
コ
ス
案
件
と
イ
メ
ル
ダ
案
件
を
、
劃
然
と
辨

別
せ
り
。
マ
ル
コ
ス
案
件
は
ほ
ぼ
す
べ
て
、
よ
く
考
究
し
た
る
優
良
案
件
な
る
も
、
イ
メ
ル
ダ
案
件
は
、
大
方
賄

賂
と
腐
敗
の
絡
み
た
る
性
惡
案
件
な
り
き
。
然
れ
ど
も
我
、
イ
メ
ル
ダ
が
二
人
の
兄
弟
を
見
て
、
イ
メ
ル
ダ
は
、

ロ
ム
ア
ル
デ
ス
兄
弟
に
比
ぶ
れ
ば
、
遙
か
に
ま
と
も
な
る
人
間
な
る
を
知
れ
り
。
夫
の
感
化
の
故
な
ら
む
。
今

の
レ
イ
テ
州
知
事
は
、
此
の
二
人
の
ロ
ム
ア
ル
デ
ス
兄
弟
の
何
れ
か
の
子
な
ら
む
。
さ
れ
ば
レ
イ
テ
州
の
政
治
は
、

腐
臭
を
放
ち
た
る
べ
し
。
レ
イ
テ
島
の
颱
風
被
害
、
甚
大
な
り
し
は
、
颱
風
の
規
模
の
大
な
り
し
の
み
に
因
る

や
。
我
大
い
に
疑
ふ
。 

  

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
大
統
領
も
國
會
議
員
も
、
選
擧
民
の
選
擧
に
因
り
て
、
選
出
す
る
「
民
主
主
義
國
」
な
り
。

近
年
の
表
現
に
從
は
ば
、
我
ら
と
「
價
値
觀
を
共
に
す
る
國
」
と
言
ふ
べ
し
。
政
治
と
選
擧
に
、
特
定
門
閥
家

の
勢
力
強
き
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
と
の
關
係
密
接
に
し
て
、
國
内
の
事
業
に
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の
巨
利
を
博
す
る

に
抵
抗
無
き
こ
と
、
我
ら
と
共
通
す
。
さ
れ
ど
現
在
の
時
點
な
れ
ば
、
未
だ
彼
我
の
懸
隔
大
に
し
て
、
比
較

を
絶
す
。
然
り
と
雖
も
日
本
の
政
治
家
ら
、
代
々
の
世
襲
續
き
て
、
今
の
眞
面
目
さ
と
視
野
の
廣
さ
を
失
ふ

こ
と
無
き
や
。
政
策
の
立
案
、
實
施
、
政
府
官
僚
の
手
を
離
れ
、
又
政
府
官
僚
の
能
力
と
權
限
低
下
し
て
、

政
治
家
の
決
定
權
増
大
、
政
府
全
般
の
政
策
の
、
質
の
低
下
を
齎
さ
ざ
る
や
。
傑
れ
た
る
人
材
の
日
本
を
離

れ
、
歐
米
に
赴
く
こ
と
、
今
の
日
本
に
て
も
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
藝
術
の
分
野
、
或
い
は
國
際
的
企
業
の
幹

部
に
起
く
る
も
、
そ
が
他
の
分
野
に
廣
ま
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
如
く
、
人
材
の
他
國
に
去
る
こ
と
、
常
態
化
せ

ざ
る
や
。
現
在
の
日
本
に
、
歌
と
踊
り
へ
の
志
向
、
顯
著
な
り
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
如
く
、
日
本
人
の
多
く
の
若
者
、

音
樂
と
踊
り
に
熱
中
し
、
ア
メ
リ
カ
に
行
き
、
歌
と
踊
り
に
て
、
金
を
稼
が
ん
と
思
ふ
に
至
ら
ざ
る
や
。
そ
は

未
だ
遠
き
將
來
の
慮
り
に
過
ぎ
ず
。
さ
れ
ど
我
ら
日
本
人
の
、
日
本
人
た
る
の
誇
り
を
忘
れ
、
國
語
を
輕
視

し
、
英
語
の
會
話
力
の
み
を
習
得
せ
ん
と
焦
り
、
徒
ら
に
歐
米
文
化
に
憧
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
式
「
民
主
主
義
」

の
み
を
、
政
治
の
理
想
な
り
と
思
ひ
込
み
、
既
存
の
廉
潔
、
且
つ
效
率
的
な
る
制
度
を
閑
卻
せ
ば
、
日
本
の

未
來
の
姿
の
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
如
き
國
に
近
附
く
可
能
性
を
、
否
定
し
得
ざ
る
べ
し
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
豈
我
ら
が

「他
山
の
石
」な
ら
ざ
る
や
。 

  


